
　

ま
た
、
運
動
の
期
間
中
は
、
広

く
市
民
の
皆
さ
ん
の
防
火
意
識
を

高
め
る
た
め
、
山
火
事
注
意
看
板

の
設
置
や
高
齢
者
世
帯
へ
の
住
宅

防
火
診
断
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
消
防
本
部
予
防
課

 

被
害
の
未
然
防
止
を

 

振
り
込
め
詐
欺

　

全
国
的
に
、
振
り
込
め
詐
欺
の

被
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
振
り

込
め
詐
欺
の
手
口
に
は
、
次
の
よ

う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

ごみ減量速報

地域 23年 11 月～ 24 年 1月 22 年 11 月～ 23 年 1月 達成度
牛窓 795 771 ×

邑久 843 823 ×

長船 670 629 ×

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
、
全

国
一
斉
に
春
の
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

春
先
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の

強
い
日
が
多
い
こ
と
か
ら
、
火
災

が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。

　

ま
た
、
寒
さ
が
残
り
、
ス
ト
ー

ブ
な
ど
火
を
使
用
す
る
機
会
も
多

く
あ
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
家
庭
内
で
防
火
・

防
災
意
識
を
持
ち
、
火
の
取
り
扱

い
に
は
十
分
注
意
す
る
よ
う
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
火
災
を
早
く
発
見
し

大
切
な
体
・
命
・
財
産
を
守
る
た

め
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

　

春
の
火
災
予
防
運
動
に
先
立

ち
、２
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た「
牛

窓
冬
の
味
覚
ま
つ
り
」
で
は
、
牛

窓
ル
ン
ビ
ニ
保
育
園
幼
年
消
防
ク

ラ
ブ
が
防
火
鼓
隊
演
奏
を
行
い
、

防
火
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

※数値は、１人１日あたりのごみ排出量の３
　カ月平均値です。
※達成度は、減量率 5％以上を◎、０～ 5％　
     を○、減量できなかった場合を×で表して  
     います。

単位：グラム

　

年
間
の
ご
み
の
収
集
日
程
は
、

平
成
23
年
度
ま
で
は
、「
ご
み
収

集
日
程
表
」（
Ａ
２
サ
イ
ズ
）
を

配
布
し
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
24
年
度
は
、「
ご
み

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」（
Ａ
３
サ
イ

ズ
）
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

３
月
末
ま
で
に
、
自
治
会
の
環

境
衛
生
委
員
を
通
じ
て
、
各
家
庭

に
配
布
し
ま
す
。

３
月
末
ま
で
に
配
布
し
ま
す

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー

　

表
面
に
は
、
カ
レ
ン
ダ
ー
形
式

で
、
住
ん
で
い
る
地
区
の
ご
み
の

収
集
日
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
裏

面
に
は
、「
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
」
と
し
て
、
分
別
方
法
や
資

源
ご
み
の
回
収
場
所
一
覧
な
ど
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

収
集
日
程
や
、
分
別
方
法
に
変

更
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
年
間
家
庭

で
保
管
し
、利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
ご
み
の
分
別
に
つ
い

て
、
不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
平
成

21
年
４
月
に
配
布
し
て
い
る
「
家

庭
ご
み
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
家
庭
ご
み
分

別
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
品

目
ご
と
の
分
別
に
つ
い
て
ま
と
め

た
冊
子
で
す
。

　

分
別
が
で
き
て
い
な
い
と
、
ご

み
処
理
に
必
要
以
上
の
経
費
が

掛
か
っ
た
り
、
回
収
さ
れ
な
い
場

合
、
い
つ
ま
で
も
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
残
り
続
け
、
臭
い
や
害
虫

が
発
生
し
た
り
、
景
観
を
損
な
っ

た
り
し
て
、
近
所
の
皆
さ
ん
に
も

迷
惑
と
な
り
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
、
決
め

ら
れ
た
出
し
方
を
守
る
こ
と
で
、

リ
サ
イ
ク
ル
も
し
や
す
く
な
り
、

ご
み
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
民
一
人
一
人
が
分
別
意
識
を

持
っ
て
ご
み
を
出
す
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
、
生
活
環

境
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

　

・
買
い
取
り
名
目
の
詐
欺

　

外
国
通
貨
や
未
公
開
株
、
社
債

の
買
い
取
り
な
ど
の
名
目
で
、
突

然
自
宅
に
勧
誘
の
電
話
が
掛
か
っ

て
き
た
り
、
資
料
が
送
ら
れ
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
振
り
込

ん
だ
金
額
の
何
倍
も
の
利
益
が
得

ら
れ
る
」
な
ど
と
言
葉
巧
み
に
だ

ま
す
手
口
で
す
。

　

・
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　

警
察
官
や
金
融
機
関
の
職
員
を

か
た
り
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を

預
か
り
ま
す
」
な
ど
と
言
っ
て

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
通
帳
を
だ

ま
し
取
っ
た
り
、
家
族
を
か
た
っ

て
交
通
事
故
の
示
談
金
な
ど
の
名

目
で
お
金
を
だ
ま
し
取
る
手
口
で
す
。

　

・
架
空
請
求

　

一
方
的
に
架
空
の
支
払
い
請
求

を
し
て
、
お
金
を
だ
ま
し
取
る
手

口
で
す
。

【
被
害
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
】

　

犯
人
は
、
考
え
る
時
間
を
与
え

ず
、
す
ぐ
に
振
り
込
み
を
さ
せ
よ

う
と
し
ま
す
。
相
手
の
話
を
う
の

み
に
せ
ず
、
必
ず
家
族
や
友
人
、

警
察
な
ど
に
相
談
し
、
被
害
を
未

然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
瀬
戸
内
警
察
署

災害時における福祉避難所の協定を締結

は
じ
ま
り
ま
す

春
の
火
災
予
防
運
動

消消
防防
本
部部
かか
ら
のの
おお
知
らら
せせ

ごみの分け方・出し方（裏面）

カレンダー（表面）

　福祉避難所とは、地震や豪雨といった大きな災害が発
生したときに、介護の必要な高齢者や障害者、妊産婦な
ど、一般的な避難所では生活に支障をきたす人たちのた
めの特別な配慮がされた避難所のことです。
　これまでも、一部の施設については、高齢者を中心と
した介護の必要な人の受け入れ態勢をとってきました
が、障害のある人や妊産婦までを含めた災害時要援護者
の受け入れ態勢を整えるため、新たに協定を締結したも
のです。
【協定締結施設一覧】
　・特別養護老人ホーム　あじさいのおか牛窓（牛窓町長浜）
　・特別養護老人ホーム　せとうち（邑久町福中）
　・特別養護老人ホーム　長船荘（長船町服部）
　・介護老人保健施設　邑久ナーシングホーム（邑久町箕輪）
　また、1月31日に実施した瀬戸内市図上防災訓練で
は、あじさいのおか牛窓と協力し、災害時要援護者の受
け入れや避難誘導などの訓練を行いました。
■問い合わせ先
　地域安全推進室
　☎０８６９-２２ - ３９０４

　１月17日、市は、市内
にある特別養護老人ホーム
３施設・介護老人保健施設
１施設と「災害時における
福祉避難所の設置運営に関
する協定」調印式を行い、
協定を締結しました。 市役所で行った調印式

ごみ収集カレンダー（見本）

鼓隊演奏と踊りで防火を呼び掛ける園児たち

生
活
と
環
境

安
全
通
信

み
ん
な
の
広
場

ま
ち
の
話
題

知
っ
得
！
情
報

く
ら
し
の
情
報

ま
な
び
の
部
屋

健
康
ラ
イ
フ

　「ごみ」と聞くと、どういったもの
を想像しますか。多くの人が、家庭か
ら排出されるごみが黄色の指定袋に
入った状態を思い浮かべるのではない
でしょうか。
　市のごみ処理施設に持ち込まれ、処
理しているごみの大半は、家庭から排
出されるごみですが、店舗や事務所な
どの事業所から出る一般廃棄物も、市
で処理しています。
　一般的に「事業ごみ」と呼ばれるこ
れらの廃棄物は、市全体のごみ量の約
３割を占めています。そこで、市全体
のごみ量を減らすためには、事業所の
協力も必要不可欠です。

　今月の「ごみダイエット通信」（本
紙に折り込みの緑色のチラシ）では、
市役所や市内の小中学校で行っている
ざつ紙の資源化についての取り組みを
紹介します。
　事業所でも、ごみ減量に上手に取り
組むことで、ごみ処理費用が削減でき
るほか、環境に配慮した取り組みを
行っている店舗・事務所として、イメー
ジアップを図ることができます。
　市内で事業を行っ
ている人や、市内の
事業所に勤務してい
る人は、ご協力をお
願いします。


